
千葉県クイズ 

千葉県すごろく

 

学校図書館の読書バリアフリー 

新浜小学校では、ＰＴＡ活動の一環である「ＰＴＡ図書チーム」の取り組みが盛んに行われています。“活動

に参加できる人が活動できる範囲で取り組む”というスタンスで運営されており、無理なく楽しく続けられること

ができる体制が整っています。 

 日頃から読み聞かせや本の紹介が行われている中、この日は「鬼の絵本」と「長唄」「三味線」がコラボした節

分のおはなし会が行われました。学校司書により、鬼にまつわる絵本もたくさん並べられました。 

第一部 『おにのうで（作：赤羽末吉）』 絵本×長唄・三味線 

長唄・三味線で語られるお話でした。 

 低学年の児童の参加があったので、前説として物語の背景の説明が行われ 

ました。さらに、長唄の合間には解説、大型提示装置には絵本の挿絵を取り 

入れていたため、はじめは長唄・三味線の語りに戸惑っていた子供たちでし 

たが、次第に前のめりになり、お話の世界に入り込んでいきました。 

第二部 『オニのきもだめし（作：岡田よしたか）』 絵本の読み聞かせ 

第一部とは雰囲気が変わり、今度はかわいらしい鬼の話でした。 

ロング昼休みの３０分間でしたが、ＰＴＡ図書チームの方々の演出で子供たちはぐんぐん物語へ入り込み、

図書館内にはあっという間に鬼の世界が広がりました。 

ＰＴＡ図書チームの方の話によると、読み聞かせを楽しみに学校に来る子供も見られるとのことです。 

限られた教育課程の中で本に親しむ時間を確保することは難しいですが、様々な角度から楽しさを発信す

ることはできそうです。地域コミュニティの力もその一つでしょう。 
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  「楽しむ、親しむ図書館」を目指して、図書館に行ってみようと思えるよ

うな取組みをしてきました。

読書月間では「千葉県のひみつを探せ」を

テーマに、千葉県に関するクイズやすごろく、

クラス対抗読書マラソン、読み聞かせとみん

なに楽しんでもらえる企画を準備しました。

千葉県クイズは、インターネットを使わな

いとわからない問題もありましたが、たくさ 
んの児童が参加してくれました。また千葉県にゆかりのある作家の作品や

千葉県が舞台になっているものがたりにも触れることができました。

今年は千葉県150周年、自分たちが住んでいる千葉県について知るよい 
機会になりました。

今後も図書館に行ってみようかなと思える取組みを児童とともに行って

いきたいと思います。
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『学校図書館支援通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市教育センター  〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４ 

TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 

https://www.city.ichikawa.lg.jp/edu17/122100001.html/ 

「子どもの読書活動推進に関する法律（第二条）」にはこのように書かれています。しかし、「読書が苦手」「読

書が嫌い」という子供たち声も聞かれます。なぜ「苦手」「嫌い」なのでしょうか。

人によってさまざまな理由がありますが、その一つとして読書バリア（困難）が考えられます。例えば、文

字が小さい・明朝体が読みにくい・縦書きが読みにくい・言葉の区切りがわからない…など。子ども自身が自

分の読書バリアに気づかない場合もあります。

2019 年に「読書バリアフリー法」が成立し、拡大図書をはじめとするバリアフリー図書が多く見られるよう

になりました。「りんごの棚※1」のようにアクセシブルな本の紹介コーナーを設置することや、公共図書館から

の貸し出しを利用することで、子どもたちが自分に合う本とめぐり合うきっかけになるかもしれません。

読書バリアのある児童生徒は、学級に１人や２人とマイノリティではありますが、誰ひとり取り残すことの

ない教育の構築のために、困っている子どもをキャッチするアンテナを高くすること、環境づくりを行うこと

等、まずは第一歩を踏み出すことが大切であると感じます。      （定例研２月学校図書館部会より）

※１「りんごの棚」すべての子どもに読書の喜びを体験してもらう場所として、スウェーデンの図書館でスタート

しました。紙に印刷された資料だけでなく様々な形態の資料を一つの場所に集めることで、子どもが自分に適し 

た資料に出会える手助けができます。 

『子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものにし、 

人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの』 

 

★３月８日★

学校図書館調査

提出〆切です！


